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１． 交流の意思を強めた第１８回総会と交流会 

～日韓国交回復５０周年に集う～ 
 

日韓条約が締結され、日韓の国交が回

復したのは 1965 年(昭和 40 年)６月 22

日のこと、今年は国交回復 50 周年とい

う大きな節目の年になります。しかし一

時は、両国の間に良好な隣国関係が築か

れつつあったものの、ここ数年、政府間

の関係が急激に悪化してきています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちは「こんな時こそ、民間団体が韓

国の市民たちとの友情の絆を地道につな

いで行かなければ！」と２月１日(日)に

第 18 回総会と国交回復 50 周年の交流会

を実施しました。会員の皆さんも日韓の

現状に危機感を抱いていられたようで、

総会には 40 人、交流会には 60 人もの多

彩な人たちの参加がありました。凍結状

態にある日韓関係のしこりを少しでも融

かしていきたいとの思いが、会場に熱っ

ぽく漂っていたのを嬉しく思い出します。 

総会では、例年行ってきた交流事業に加 

え、今年は永らく交流関係を保ってきた 

大邱(テグ)と大田(テジョン)に、春４月、

変わらない友情を届ける交流団を送りた

いと申し上げ、予定の中に入れて頂きま

した。総会で審議し、承認、決定を受け

た内容は３ページ以降に掲載してありま

すので、ご覧下さい。 

総会の後、イタリアレストランでの交流

会では名誉顧問の鄭煥麒さんをはじめ顧
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問の石原俊洋さん、尹大辰さん、李尚勲

さん、協力者の鄭禧昇さんなどから祝辞

や「今こそ民間交流の出番ですよ！」な

どとの激励をいただきました。 

会場には４月に大邱を訪問する“大邱農

民の恩人、水崎林太郎翁”の曽孫の小野

裕美さんと長男の陽平君(10 才)の姿もあ

りました。陽平君は１才、３才、５才と

大邱を訪問、今度で４回目の訪韓となり

ます。 

大田訪問を心待ちのしていたのが大久保

孝造さんでした。大田から一緒に引き揚

げてきた兄や弟をここ数年のうちに相次

いで亡くし「自分が元気なうちに妻や息

子夫婦も連れて４月には必ず大田を訪れ

ます」と話しておいででした。 

ここで大邱と大田への友情の使節団の日

程を紹介しておきます。期間は４月 9 日

から 12日までの３泊４日です。９日(木) 

 
の朝セントレアから仁川に飛んで、陸路

を大邱に移動、この夜に開催される“水

崎翁シンポジュウム”に参加します。 

翌 10 日(金)は水崎翁が 80 数年前に５万

坪の広さがある農業用貯水池として建設

した寿城池を視察の上、池の横で開かれ

る水崎翁追慕祭に出席します。その後、

大邱市民たちと会食し大田へと移動しま

す。 

11 日(土)朝、戦前大田で亡くなった日本

人の遺骨を納めてある弘道塚を参拝、そ

の後大田の発展史を展示してある旧道庁

の資料館を訪問、市の関係者に挨拶をし

ます。夜は大田市民と会食。翌 12 日は、

帰国の日ですが、参加者の希望を聞き、

ソウル経由で仁川に行くか、扶余経由に

するか後ほど決めます。ぜひ多くの皆さ

んが４月の友情を届ける旅に参加してい

ただくようお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員の皆さん 

陽平君は水崎林太郎さん玄孫（左は母） 
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２．韓国外務部長官から表彰状届く 

１月 24 日(日)、名古屋で、会の総括幹事

である私、後藤和晃が韓国のユン・ビョ

ンセ外務部長官(外務大臣)からの表彰状

をうけとりました。 

この表彰状は永年にわたって日韓市民の

交流に尽力したという理由によるものの

ようですが、私は第１８回総会の場で、

ご出席の皆さんに次のように申し上げま

した。 

「頂いた表彰状は、過去１７年間、毎年、

私たちが韓国の学生や市民との交流を、

うまず、たゆまず続けてきたことを顕彰

しているものと考えます。 

韓国からの学生交流団の招聘、奈良１泊

旅行のプレゼントそしてホームステイに

始まり、犬山市の八曽自然林を舞台にし 

 

 

 

た留学生や在日の皆さんと楽しむ山歩き

やバーベキュー さらに日韓交流史講座

の開講や韓日歴史文化フォーラムの継続

など、どれひとつ取っても会員の皆さん

の協力なくしては、実施が不可能のもの

ばかりです。韓国から届いた表彰状には、

会の代表としての私の名が書いてありま

すが、その実、17 年間、会の活動を支え

て頂いた皆さん１人１人に贈られた感謝

状なのだと理解しています。本当にあり

がとうございました」と・・・ 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 第１８回総会で審議・承認された案件 
① ２０１４年度  実施事業 

② ２０１４年度  会計報告 

③ ２０１５年度  組織 

④ ２０１５年度  実施予定事業 

 

   

朴煥善韓国総領事（左） 

後藤和晃統括幹事（右） 
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２０１５年度 組織表 

 

２０１５年度 事業予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朴天秀教授 

～ 
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※恐縮ですが、年会費の振り込みは、同封の振替用紙にて 

郵便局から会の口座あてお振込みください 

用紙を失くした方は上記口座番号でお送りください。 

 

 

２．第４０回韓日歴史文化フォーラムの予定 

日 時  ４月２２日(水) １８：００～ 

場 所  愛知韓国人会館５F 大ホール 

※地下鉄 東山線亀島駅下車１分 

    テーマ  大戦後 韓半島の庶民の暮らしは 

         どう変わってきたか 

    講 師  東大名誉教授   伊藤亜人氏 

        ※著作に「韓国」「韓国夢幻」など 

    内 容  伊藤氏は東大出身の文化人類学者。 

         戦後の韓国の庶民の暮らしの激変ぶりを 

珍島周辺を中心に長期にわたって観察、研究 

最近は中国東北部(旧満州)まで出かけて北朝鮮からの 

脱北者からも聞き取りを行い北朝鮮庶民の暮らしまでも 

調査の対象としています。韓半島の庶民の暮らしの変化 

について貴重な証言ができる第１人者です。 

ぜひ お出かけください。 

 

 

３. ２０１４年に入会した皆さんを紹介します 

 

     伊藤廣枝 加藤和彦 加藤淳子 川澄真紀子 国保吉孝 

 

    富田鉦二 長沼士郎 中村裕子 林めぐみ 村越 稔 服田次代 
 

 

編集 応援（非会員）中川修介 

１． ２０１５年度の会費の 

納入をお願いします 
 

年
会
費 


